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東京大学都市デザイン（西村・北沢・窪田）研究室

追いコンで別れを惜しむ

野原先生の博士論文審査会

Farewell party for our six lab-members who has left in this autumn.  
　

ーそれぞれの新たな道へ　
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Final defence of Nohara’s dissertation 
was held. M1 大熊 瑞樹

9月24日(木)、今秋で本研究室での研究生活を終えられる5名(永瀬さん、ティアムさん、チーさん、ジェイさん、高橋（邦）さん）と、
アメリカのイェール大学に今秋から約半年間留学される中島先生の新たな門出を祝うために追いコンが開かれました。そこでし
ばしの別れとなる中島先生と、学生の中から永瀬さん、チーさんに研究室のみんなに向けたメッセージをいただきました。
The farewell party was held on 24th September for five students (Nagase, Thiamsoon, Chi, Jay, and Takahashi) and 
Mr.Nakajima. They has left our laboratory (Mr.Nakajima has gone to New Haven, USA to study at Yale University  
for about half a year. ) 

▲花束と色紙をもらう中島先生

▲審査会の様子 ▲論文発表を行う野原先生

▲門出を祝って乾杯！

中島先生

半年間だけ留守にさせて頂き

ます。特に修士2年生には大変

申し訳ないです。しかし、半

年後に想像以上の皆さんの成

長ぶりを見させて頂けるもの

と勝手に確信しています。私

も負けないよう有意義な時間

を過ごしたいと思っていま

す。

永瀬節治

早くも４年が過ぎてしまいま

した．．．当初はプロジェク

トに没頭する日々でしたが、

何とかテーマに出会い、D論に

仕上げることができました。

一段落したところで、自分の

思考や志向を落ち着いて見定

めようと思います。

リー・クウィン・チー
I believe that studying in our 
lab is great start for career. I 
would like to express many 
thanks from bottom of my 
heart and wish　all members 
successful study and 
enjoyment time.
皆さん都市のimageにがんばりま

しょう。
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本郷の東大正門近くにある「明憩」で行われた追いコ
ンには、開始時間の夜19時から中島先生をはじめとし
た研究室を離れる方々を含め、多くの人が集まりました。
それぞれのプロジェクトや調査にかぶってしまい、来ら
れない方もいらっしゃいましたが、久々の飲み会で会話
も多いに弾みました。特に就職活動を控えるM１にとっ
ては先輩方の後ろ姿を見て、自分の将来を考える機会に
もなったのではないでしょうか。宴の最後には花束と研
究室のメンバーがそれぞれのメッセージを寄せ書きした
色紙の贈呈が行われ、研究室一同、盛大に送り出しまし
た。
皆様のさらなるご活躍を祈っております！

メッセージありがとうございました！

野原先生の博士論文「日本の工業都市空間における計
画概念とその実践的展開に関する研究」の審査会が９月
２４日に行われました。
西村先生、北沢先生、窪田先生、また大野秀敏先生（本学
大学院新領域創成科学研究科社会文化環境学専攻／工
学部建築学科 教授）による審査のもと、１時間以上に及ぶ
非常に密度の濃いプレゼンテーションが行われました。西
村先生からは「ホームラン」を狙うような射程の長い研究
であるとのコメントもあり、質疑は終止和やかな雰囲気で
行われました。
これからは研究室の活動に本格的に復帰されるとのこと
なので、ご活躍が楽しみです。本当にお疲れさまでした。
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編集後記

10月の予定
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岡本哲志先生講演会　Special lecture by Satoshi Okamoto on 24th 
September.

足助まちづくり報告展＆発表会開催

まちづくり大学院修了式、本研究室から2名が卒業！
There was the first graduation ceremony in Master’s Program in 
Sustainable Urban Regeneration, and our two lab-members graduated.  

AsukePJ’s activity report and presentation  
for local people

10月10日　第4回愛知建築士会学生コンペ2次審査
                ＠名古屋市中小企業振興会館
10月12日　研究室会議&新歓コンパ
10月14日　都市政策研究会＠工学部14号館
10月22日　デザ研バレーボール大会＠御殿下
10月27日　秋季都市工大運動会＠御殿下

秋季都市工大運動会が開催されます！
スポーツの秋、なまった体を動かしましょう！

あっという間に秋ですね。夜がとても過ごしやすくなりまし
た。就活やPJなどこれからも続くであろう騒がしい生活を思
いつつ、窓の外の虫の音に耳を傾けながら束の間の静かな
ひとときを味わっております。

足助PJでは、9月25日～27日まで、足助でまちづ
くり報告展Vol.2を開催しました。
6月にまちづくり報告展Vol.1の形でパネル展示をさ
せていただいたのですが、今回はパネル展示のみな
らず、地元の方への我々の活動の報告会、足助の川
を守る会と川についての意見交換会も併せて開催し
ました。我 と々住民との距離が近いこともあってか、
活発なやり取りが見られました。支所での公式なプ
レゼンテーションではなかなか引き出せなかった、住
み手の足助へのパッションを引き出すことには成功
したように思います。
今回の報告展を機にM2は一度プロジェクトを引退
しますが、残りのメンバーの活躍に期待しています。

まちづくり大学院1期生の修了式が9月28日に行われ、本研究室から川崎泰之さん、高橋正樹さんの2名の卒業生が誕生しました。そこで社会
人学生として、またまちづくり大学院の1期生として感じたことをお二人にお伺いしました。

▲学位記を持つ川崎さん▲卒業生記念写真

9月24日15時から、都市形成史研究の第一人者である岡本哲志先生を研究室にお招きし、特
別講義『港町の都市形成と空間構造』が開かれました。参加者は、日本各地の近代港町の空間構
造に関する先生の講義に深く耳をかたむけました。レクチャー後は、10階のテラスにおいて岡本
先生を囲む懇親会が開かれ、実際のフィールドワークの仕方や学生の個人的研究内容等幅広く
先生とお話することができ、大変充実した時間となり、とても貴重な機会となりました。10月22日
放送のNHKの番組に岡本先生が出演されます。タモリさんに銀座の案内をされた様子が放送さ
れるそうです。

■仕事に直結した修士論文テーマ　
　まず先月審査会の行われた修士論文についてお伺いした。
　修士論文のテーマは、川崎さんが「一般市街地における親水空間沿線の
景観形成と整備に関する研究～東京都江戸川区を中心事例として～」、ま
た高橋さんが「大規模都市開発におけるデザイン・ガイドラインによる景観
誘導に関する研究～都市機構開発地区で適用された初期のデザイン・ガ
イドラインを事例として～」である。お二人ともテーマは仕事に直結したも
のであり、仕事上で関心や疑問点を持ったものであった。川崎さんは仕事
で江戸川区の景観計画策定に関与し、また高橋さんは仕事でデザイン・ガ
イドライン策定とその運用を行い、豊洲地区や西新井駅西口地区、芝浦ア
イランド地区等を担当していたそうだ。論文執筆の最後の追い込みでは、
お二人とも夏休み返上で部屋にこもり、徹夜で作業したという苦労話も教
えてもらった。

■社会人として、学生として
　また今回の社会人学生としての大学生活を、自身の学生時代の生活と比
較してもらった。学生時代にはなかった仕事と学業の両立という点では、限
られた時間の中での仕事の効率や集中力を上げることができたとのこと。
また学生時代との意識の違いについては、講義を実務と照らし、常に問題
意識を持ちながら聞くことができ、教わることが身にしみていく感覚を持つ
ことができたそうだ。お二人の講義に対する積極的な姿勢を感じることが
できた。「講義を聞かないのはもったいない」との意見には耳が痛くなる人
も多いのでは？(筆者もその中の一人だが…）

■一期生として感じたこと　
　最後にまちづくり大学院一期生として感じた感想、改善点をお伺いし
た。感想としては、お二人とも実務につながるプログラムに満足されている
様子であった。今後の改善点については「実務と直結する学問であるまち
づくりでは、仕事と両立するのがやや大変な大学院というプログラムだけ
でなく、より多様なプログラムが必要」という意見や、「昼間の学生との交流
を図ることができれば」との意見もあった。
　社会人学生として研究生活を送られているお二人の話は、普通の学生
生活を送っている筆者にとってとても新鮮なものであった。最後の意見に
あったように、普段顔を合わせる機会がほとんどない学生と社会人学生の
交流の場があると、お互いに良い刺激となるかもしれない。
今後はお二人ともに本学の博士課程に進学されることが決まっている。

これからもよろしくお願いします！
今回はどうもありがとうございました！

　

M1 神原 康介
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M2 六田 康裕 

▲講演会後に10階テラスで行われた懇親会

▲発表会の様子

The ceremony was held on 28th September and our lab-members (Mr.Kawasaki and Mr.Takahashi) graduated. Then I asked 
them how hard to study while working as a member of society, and how they felt about school program as the first graduates 
from Master’s Program in Sustainable Urban Regeneration.    


